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光
明
寺
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一
、
は
じ
め
に

　
十
四
世
紀
前
半
に
仏
光
寺
系
の
寺
院
で
製
作
さ
れ
た
名
帳
・
絵
系
図
は
十

五
世
紀
初
頭
に
最
盛
期
を
迎
え
、
仏
光
寺
の
教
線
は
、
近
畿
以
西
、
と
く
に

山
陰
・
山
陽
地
方
に
大
き
く
伸
び
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
教
団
の
繁
栄
は
、

ま
さ
に
こ
の
名
帳
・
絵
系
図
に
よ
る
活
動
が
も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
絵
系
図
は
、
最
初
に
了
源
と
了
明
尼
夫
妻
が
描
か
れ
、
以
下
、
向
き
合
う

形
で
門
弟
（
ま
た
は
門
徒
）
の
肖
像
を
、
上
段
に
僧
形
、
下
段
に
概
形
で
順
次

描
か
れ
、
朱
圏
で
つ
な
い
で
あ
る
。
多
く
の
絵
系
図
に
は
巻
頭
に
「
序
題
」

が
あ
っ
て
、
親
鶯
に
始
ま
る
真
宗
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
絵
系
図
に
描

か
れ
る
門
徒
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
、
門
徒
た
ち
が
信
心
を
正
し

く
受
け
継
ぐ
よ
う
誠
め
て
結
ん
で
い
る
。
平
松
令
三
氏
に
よ
れ
ば
、
肖
像
画

付
き
の
門
徒
団
名
簿
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
同
信
者
の
肖
像
を
連
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
門
徒
集
団
の
連
帯
意
識
を
高
め
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
絵
系
図
は
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
寺
絵
系
図
（
住
職

相
承
絵
系
図
）
と
、
門
徒
絵
系
図
へ
と
分
離
す
る
傾
向
を
見
せ
は
じ
め
る
。

　
寺
絵
系
図
は
、
了
源
・
了
明
尼
に
続
い
て
開
基
像
と
以
後
の
住
職
を
描
い

て
い
る
。
門
徒
絵
系
図
は
、
地
域
に
よ
り
形
式
は
異
な
る
が
、
巻
子
仕
立
て

又
は
一
枚
に
、
夫
婦
あ
る
い
は
単
一
で
肖
像
を
描
き
、
絵
像
の
か
た
わ
ら
に

法
名
・
俗
名
・
在
地
名
が
記
入
さ
れ
る
。
十
六
世
紀
初
頭
に
は
生
前
と
没
後

が
混
在
し
、
没
年
月
日
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
絵
系
図
の
過
去
帳
化
が

進
行
す
る
が
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
一
列
の
座
像
と
か
、
夫
と
妻
が
相

対
し
て
描
か
れ
た
り
、
あ
る
い
は
一
枚
ず
つ
の
上
下
に
な
り
、
彩
色
絵
像
か

ら
木
版
絵
像
に
な
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
。
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光明寺絵系図について

　
初
期
の
絵
系
図
に
つ
い
て
は
、
仏
光
寺
本
山
に
所
蔵
す
る
も
の
を
は
じ
め
、

十
五
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
初
期
絵
系
図
の
研
究
は
、
平
松
氏
に
よ
る
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

・
研
究
行
以
後
急
速
に
進
展
し
た
。
し
か
し
、
中
世
後
期
以
後
の
絵
系
図
に

つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
注
目
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
分
的

に
調
査
さ
れ
て
は
い
る
が
、
数
量
が
彪
大
な
た
め
ほ
と
ん
ど
未
調
査
で
あ

　
ヨ
げ

る
。

　
滋
賀
県
に
は
、
湖
東
地
域
は
光
明
寺
（
蒲
生
郡
竜
王
町
川
上
）
・
妙
楽
寺
（
能

登
川
町
伊
庭
、
本
願
寺
派
）
、
湖
北
地
域
に
は
光
源
寺
（
東
浅
井
郡
湖
北
町
馬
渡
）
、

光
照
寺
（
湖
北
町
津
里
）
、
光
福
寺
（
浅
井
町
野
瀬
）
に
、
中
世
後
期
か
ら
近
世

の
彪
大
な
量
の
絵
系
図
を
所
蔵
す
る
。
こ
の
内
妙
楽
寺
・
光
源
寺
・
光
福
寺

で
は
現
在
も
製
作
を
継
続
し
、
盆
行
事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
予
備
調
査
を
開
始
し
、
現
在
も
続
行
中
の
湖

東
・
湖
北
地
域
絵
系
図
中
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
川
上
光
明
寺
絵
系
図
と

絵
系
図
関
連
寺
院
調
査
の
概
要
で
あ
る
。

　
竜
王
町
は
、
北
は
日
野
川
を
隔
て
て
近
江
八
幡
市
に
、
東
は
八
日
市
市
と
、

南
に
続
く
水
田
と
丘
陵
地
で
蒲
生
町
に
接
し
、
南
は
甲
賀
郡
水
口
町
・
甲
西

町
に
、
西
は
鏡
山
山
地
で
野
洲
郡
野
洲
町
に
隣
接
す
る
米
作
地
帯
で
あ
る
。

　
光
明
寺
は
仏
光
寺
六
坊
の
一
で
あ
る
奥
坊
（
教
音
院
）
の
第
三
世
空
寂
が

こ
の
地
に
移
っ
て
創
建
し
た
も
の
と
い
う
。
十
五
世
紀
初
頭
の
製
作
と
さ
れ

る
光
明
本
尊
と
絵
系
図
を
所
蔵
す
る
。
寺
の
歴
史
と
住
職
の
歴
代
に
つ
い
て

は
、
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
寺
絵
系
図
に
該
当
す
る
「
当
寺
」

に
住
職
歴
代
の
名
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
昭
和
十
二
年
に
改
築
の
際
の
棟
札
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
っ
て
概
略
が
わ
か
る
。
棟
札
の
全
文
を
あ
げ
て
お
く
と
、

　
　
　
抑
も
当
寺
は
真
宗
仏
光
寺
第
七
代
中
興
了
源
上
人
の
開
基
に
し
て
、

　
　
直
弟
光
円
坊
こ
れ
を
承
け
、
光
鎮
よ
り
空
寂
の
時
に
至
り
て
、
恩
免
を

　
　
蒙
り
て
聖
地
に
移
住
し
、
　
宇
を
建
立
せ
り
。
そ
れ
よ
り
以
来
、
源
妙
、

　
　
性
円
、
蓮
性
、
知
事
、
蓮
覚
、
性
願
、
一
乗
、
乗
円
、
性
善
、
願
明
、

　
　
洞
真
、
教
翁
、
教
意
、
敷
文
、
速
成
、
貞
寿
尼
、
光
澤
碗
腿
ギ
井
手
　
円

　
　
超
、
二
丁
を
経
て
現
住
也
。
実
に
現
本
堂
は
永
和
年
代
第
一
世
空
寂
の

　
　
建
築
に
し
て
、
其
後
元
禄
八
年
五
月
中
旬
第
十
三
世
子
十
四
世
教
翁
教

　
　
意
の
時
、
向
拝
む
き
の
大
改
築
を
見
、
文
政
の
頃
第
十
八
世
貞
寿
尼
、

　
　
光
澤
の
時
、
浅
小
井
小
西
九
兵
衛
其
他
の
有
志
の
助
力
を
得
て
屋
根
西

　
　
側
の
破
損
を
改
修
し
、
明
治
十
三
年
世
に
鳥
と
ま
ら
ず
の
屋
根
を
五
尺

　
　
八
寸
切
下
大
工
川
嵜
太
郎
兵
衛
八
幡
金
三
百
三
＋
円
也
　
一
重
と
成
し
、
殆
ど
開
き
の

　
　
松
茸
の
如
き
恰
好
に
し
て
、
棟
木
以
下
地
張
を
除
く
外
全
部
破
損
し
て

　
　
危
険
極
り
無
く
、
昭
和
十
二
年
半
屋
根
向
其
他
大
改
築
に
至
れ
り

　
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
住
第
二
＋
世
釈
覚
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
住
　
第
二
十
一
世
　
照
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
世
　
照
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
将

と
あ
り
、
本
堂
改
築
に
つ
い
て
は
元
禄
・
文
政
・
明
治
・
昭
和
の
四
度
に
わ

た
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
、
住
職
歴
代
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
。
元
禄
の
改

築
は
、
本
堂
の
瓦
に
「
元
禄
八
年
八
幡
北
通
　
瓦
師
仁
兵
衛
」
の
銘
が
あ
る
。
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光明寺絵系図について

　
歴
代
の
う
ち
洞
真
ま
で
は
当
寺
絵
系
図
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。
な
お
、

門
徒
分
布
は
、
明
治
期
に
は
川
上
、
馬
渕
村
新
巻
、
新
在
家
、
六
枚
橋
、
信

濃
、
弓
削
、
林
で
、
現
在
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
。

■一

A
絵
系
図
の
概
要

　
光
明
寺
絵
系
図
は
、
大
別
す
る
と
室
町
～
江
戸
時
代
の
寺
絵
系
図
（
住
職

相
承
系
図
）
と
、
同
時
代
の
地
域
別
の
門
徒
絵
系
図
に
分
か
れ
る
。
こ
の
絵

系
図
に
は
本
来
あ
る
べ
き
は
ず
の
序
題
が
な
い
。
い
つ
の
頃
か
欠
落
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
当
初
は
一
体
の
も
の
と
し
て
本
山
仏
光
寺
で
製
作
し
、
光

明
寺
に
保
管
さ
れ
、
道
場
主
と
そ
の
門
徒
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
紙
本
で
巻
子
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
絵
像
は
す
べ
て
同
筆
で
は
な

く
年
代
に
よ
っ
て
描
き
手
が
異
な
る
。
大
人
は
俗
形
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
一
点

を
除
き
僧
形
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
は
美
し
い
晴
れ
着
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

中
近
世
の
門
徒
絵
系
図
の
中
で
も
美
術
的
に
も
優
れ
、
在
京
の
絵
師
の
手
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
継
ぎ
目
の
糊
剥
が
れ
や
破
損
・
汚

損
の
ひ
ど
い
部
分
が
あ
る
。
現
在
の
形
は
、
前
住
職
の
と
き
に
散
逸
を
恐
れ

て
整
理
・
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
断
簡
も
多
く
不
完
全
で
復
元
作
業

は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
破
損
部
分
に
つ
い
て
は
、
使
用

済
み
の
帳
簿
や
新
聞
紙
な
ど
で
裏
打
ち
が
し
て
あ
る
が
、
そ
の
た
め
か
え
っ

て
破
損
が
進
行
す
る
危
険
も
あ
り
、
早
急
に
修
復
保
存
処
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

　
写
真
撮
影
は
前
住
職
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
も
の
に
従
い
、
断
簡
、
不
明

分
は
「
雑
」
と
し
て
一
括
撮
影
を
行
な
っ
た
。
以
下
、
フ
ィ
ル
ム
番
号
に
従

っ
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

①
当
寺
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
B
－
一
－
～
4
0
、
B
2
－
－
～
2
7
、
全
長
二
、
七
〇
七
、
0

セ
ン
チ
、
A
4
1
2
～
5
、
全
長
二
〇
九
、
○
セ
ン
チ
》

　
通
規
の
絵
系
図
と
同
様
に
、
了
源
（
建
武
二
年
＋
二
月
八
日
没
）
・
了
明
夫

妻
に
は
じ
ま
り
、
当
寺
開
基
光
円
（
元
弘
元
年
六
月
二
＋
三
日
没
）
、
光
鎮
（
康
安

元
年
二
月
二
＋
六
日
没
）
・
真
妙
夫
妻
、
川
上
第
一
世
空
寂
・
妙
真
夫
妻
・
源

妙
（
川
上
第
二
世
）
・
専
妙
夫
妻
と
続
い
て
い
る
。
「
当
寺
」
は
平
松
氏
に
よ

る
と
、
仏
光
寺
本
山
の
門
前
に
あ
る
実
習
教
二
院
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い

　
ら
　
る
。
開
基
は
高
円
（
光
明
寺
絵
系
図
で
は
光
円
）
で
、
京
都
西
院
に
創
建
し
た

と
伝
え
る
が
、
法
源
が
仏
光
寺
を
汁
谷
竹
中
庄
に
移
し
た
と
き
、
西
院
か
ら

移
転
し
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
本
山
移
転
に
と
も
な
っ
て
現
在
地

に
移
っ
た
と
い
う
。
了
源
i
光
円
に
つ
ら
な
る
光
鎮
・
空
寂
系
の
光
明
寺
の

寺
絵
系
図
で
あ
る
が
、
系
譜
に
つ
ら
な
る
門
徒
の
地
域
の
人
び
と
も
描
か
れ

て
お
り
、
地
域
別
絵
系
図
と
大
部
分
が
重
な
っ
て
い
る
。
「
当
寺
」
と
地
域

別
の
絵
系
図
と
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
当

寺
」
は
直
系
門
徒
の
み
を
描
き
、
門
徒
の
増
加
に
よ
り
、
在
地
門
徒
は
別
に

描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
絵
系
図
は
川
上
第
十
世
性
源

の
没
年
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
が
一
応
の
下
限
と
な
っ
て
い
る
。
《
A
4
1

2
～
5
》
は
、
天
正
二
年
か
ら
慶
長
十
八
年
（
一
六
＝
三
ま
で
で
、
「
河
上

光
明
寺
洞
真
・
洞
真
子
息
定
厳
」
の
名
が
見
．
え
、
寺
絵
系
図
に
つ
な
が
る
も
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西　口　順子

の
と
判
断
で
き
る
。
記
載
地
名
は
、
カ
ハ
カ
ミ
（
川
上
）
の
ほ
か
、
ウ
エ
ハ

タ
ケ
（
上
畠
）
・
オ
ウ
ツ
（
大
津
）
・
ス
エ
（
須
恵
）
・
ヨ
コ
セ
キ
（
横
関
）
・

ツ
タ
（
津
田
）
・
ヤ
マ
ノ
上
（
山
之
上
）
・
サ
ヰ
イ
ン
（
西
院
）
・
ハ
シ
モ
ト
（
橋

本
）
・
タ
ナ
カ
（
田
中
）
・
ヌ
カ
ツ
カ
・
ヲ
チ
ノ
タ
ウ
・
タ
テ
ハ
ラ
（
蓼
原
）

・
シ
ル
タ
ニ
（
汁
谷
）
・
坂
本
・
ヘ
ラ
カ
サ
キ
・
ニ
シ
ノ
オ
カ
・
マ
ト
ハ
・

ア
ワ
ツ
（
粟
津
）
・
ク
ル
マ
オ
ウ
チ
（
車
大
路
）
・
ニ
シ
ノ
京
・
サ
イ
ン
タ
ネ

ケ
・
西
ヰ
ソ
カ
ト
ノ
（
西
院
葛
野
）
・
シ
ナ
ノ
村
（
信
濃
）
・
木
村
・
カ
ワ
へ

（
川
辺
）
・
林
村
・
ア
ラ
マ
キ
・
浄
土
寺
・
播
磨
僧
尾
・
竹
中
・
西
ヲ
・
タ

タ
ツ
シ
・
中
村
・
ニ
シ
キ
タ
・
ナ
カ
ム
ラ
ユ
ヤ
・
ナ
カ
ヤ
マ
・
キ
ツ
・
ナ
カ

ヲ
シ
モ
ウ
ラ
・
サ
ハ
・
キ
サ
ト
・
ヲ
カ
・
キ
ツ
ハ
タ
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
横
関
・
津
田
・
須
恵
・
田
中
・
木
村
・
同
院
・
粟
津
・
播
磨
僧
尾
は
地

域
中
国
系
図
が
あ
る
。

②
粟
津
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
1
1
1
～
1
6
、
全
長
七
三
六
、
七
セ
ン
チ
》

　
大
津
市
粟
津
。
琵
琶
湖
の
最
南
端
に
あ
る
地
域
で
あ
る
。
了
源
は
近
江
、

伊
勢
・
伊
賀
・
遠
江
・
三
河
・
尾
張
の
各
地
を
伝
道
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

聡
）
、
大
津
市
に
は
、
西
ノ
庄
法
認
寺
（
延
元
年
中
・
一
三
三
六
～
四
〇
、
家
伝
の

開
基
）
、
粟
津
正
法
寺
（
了
源
の
二
男
信
了
の
開
基
と
伝
え
る
）
な
ど
、
了
源
の
弟

子
た
ち
の
開
い
た
寺
も
多
く
、
十
四
世
紀
前
半
に
は
仏
光
寺
の
勢
力
が
ひ
ろ

ま
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
光
鎮
・
空
寂
系
の
門
徒
も
多
数
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
絵
系
図
に
は
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
か
ら
寛
永
十
三
年
（
一
六

三
六
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
、
粟
津
の
ほ
か
、
粟
津
西
庄

・
車
オ
ウ
チ
（
車
大
路
）
・
大
津
東
ノ
庄
・
ア
ブ
ラ
ノ
小
路
で
あ
る
。
現
在
、

仏
光
寺
派
寺
院
は
数
力
寺
あ
る
が
、
未
調
査
で
あ
る
。

③
西
院
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
－
一
1
7
～
3
7
・
A
2
1
1
～
6
、
全
長
一
、
0
八
七
、
七

セ
ン
チ
、
A
4
1
9
、
全
長
六
三
、
七
セ
ン
チ
、
A
4
1
1
4
～
2
1
、
全
長
三
三
八
、
六
セ

ン
チ
》

　
京
都
市
右
京
区
分
院
。
絵
系
図
に
は
明
応
八
年
目
一
四
九
九
）
か
ら
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
ま
で
、
《
A
4
1
9
・
1
4
～
2
1
》
は
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）

か
ら
寛
永
二
年
（
置
戸
ニ
五
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
、
西

院
の
ほ
か
、
モ
ロ
マ
チ
・
ク
ル
マ
オ
チ
（
ま
た
は
ク
ル
マ
オ
ウ
チ
）
・
マ
サ
イ

ケ
・
宇
川
・
ウ
エ
ハ
タ
ケ
・
西
院
南
庄
・
新
在
家
・
北
庄
・
カ
ト
ノ
・
タ
テ

ク
ラ
．
・
テ
ラ
ノ
ウ
チ
、
《
A
4
1
9
》
は
ウ
エ
ハ
タ
ケ
、
《
A
4
－
1
4
～
2
1
》

は
北
爆
・
南
・
南
庄
奥
町
・
イ
ワ
ノ
ッ
チ
・
新
在
家
・
タ
テ
ク
ラ
・
西
七
条

で
あ
る
。
現
在
、
仏
光
寺
派
寺
院
は
存
在
し
な
い
。
光
明
寺
絵
系
図
中
唯
一

の
男
性
の
俗
体
像
「
道
専
」
（
A
1
1
3
1
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
年
号
は
不
明

で
あ
る
が
、
右
隣
の
宗
安
に
「
元
和
三
年
」
と
あ
り
、
同
年
代
か
と
考
え
ら

れ
る
。

④
浅
小
井
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
2
1
7
～
1
4
、
全
量
三
二
〇
、
六
セ
ン
チ
、
A
5
1
1
5
、

二
八
、
四
セ
ン
チ
》

　
近
江
八
幡
市
電
小
井
。
絵
系
図
に
は
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
寛
永

七
年
（
＝
ハ
一
二
〇
）
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
、
浅
小
井
の
ほ
か
、

東
村
・
ク
ラ
タ
テ
で
あ
る
。
光
薗
院
所
蔵
の
慶
長
四
年
『
御
影
堂
作
事
之
使

日
記
』
中
に
銀
子
渡
方
、
婦
道
分
と
し
て
、
慶
長
三
年
四
月
二
日
項
に
、
「
拾

五
匁
七
分
五
リ
ン
、
飯
米
五
十
弐
人
半
、
大
工
、
此
内
三
拾
工
、
浅
小
井
弥
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光明寺絵系図について

左
衛
門
報
謝
也
」
同
年
五
月
二
日
項
に
、
「
六
匁
、
三
月
十
三
日
ヨ
リ
廿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

日
マ
テ
大
工
廿
工
ノ
飯
米
作
料
ハ
報
謝
ア
サ
コ
イ
弥
左
衛
門
」
と
見
え
る
。

ま
た
、
⑨
「
僧
尾
」
中
、
釈
道
祐
（
C
l
－
2
5
）
の
俗
名
を
「
あ
さ
こ
い
治

介
」
と
す
る
。
現
在
、
浅
小
井
に
は
仏
性
寺
が
あ
る
。

⑤
川
守
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
2
1
1
5
～
2
6
、
全
長
五
〇
三
、
六
セ
ン
チ
》

　
竜
王
町
川
守
。
絵
系
図
に
は
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
か
ら
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
、
川
守
の
ほ
か
、
大
房
・

津
田
・
今
在
家
・
ヒ
ラ
キ
・
二
条
半
蔵
町
・
林
で
あ
る
。
現
在
、
川
守
に
は

西
光
寺
、
林
に
は
常
信
寺
が
あ
る
。

⑥
木
村
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
2
1
2
8
～
3
5
・
A
3
1
1
～
7
、
全
長
七
二
四
、
四
セ
ン

チ
》　

蒲
生
町
大
字
木
村
。
竜
王
町
と
隣
接
し
て
い
る
。
絵
系
図
に
は
天
正
八
年

（→

ﾜ
八
○
）
か
ら
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載

地
名
は
木
村
の
み
。
現
在
、
木
村
に
は
長
徳
寺
が
あ
る
。

⑦
大
房
・
津
田
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
B
3
1
1
～
2
7
、
全
長
九
九
七
、
0
セ
ン
チ
、
A
4

1
3
0
、
六
三
、
五
セ
ン
チ
》

　
近
江
八
幡
市
大
房
町
・
南
津
田
町
。
絵
系
図
に
は
明
応
二
年
二
四
九
三
）

か
ら
天
正
二
十
年
（
文
禄
元
年
、
一
五
九
二
）
ま
で
、
《
A
4
1
3
0
》
に
は
大
永

二
年
（
一
五
二
二
）
か
ら
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

記
載
地
名
は
大
房
・
津
田
の
ほ
か
、
津
田
塚
越
・
ツ
タ
フ
ナ
キ
・
サ
カ
ヒ
で

あ
る
。
現
在
、
大
房
に
は
蓮
光
寺
、
南
津
田
に
は
正
覚
寺
が
あ
る
。

⑧
政
所
谷
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
B
3
1
2
8
～
4
0
、
B
4
1
1
～
2
7
、
全
長
一
、
四
九
七
、

五
セ
ン
チ
》

　
神
崎
郡
永
源
寺
町
政
所
・
柾
鳶
尾
・
中
畑
付
近
。
竜
王
町
と
は
隣
接
し
て

い
な
い
。
鈴
鹿
山
脈
の
滋
賀
県
側
の
ふ
も
と
で
、
三
重
県
に
通
じ
る
八
風
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

道
に
沿
っ
て
点
在
す
る
村
で
あ
り
、
中
近
世
に
は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

了
源
は
伊
賀
・
伊
勢
に
伝
道
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
伊
勢
に
通
じ
る
街
道
の
ひ

と
つ
と
し
て
仏
光
寺
派
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
絵
系
図

に
は
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
か
ら
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
ま
で
が
描
か
れ

て
い
る
。
記
載
地
名
は
、
政
所
谷
の
ほ
か
、
イ
ツ
リ
ハ
ウ
（
玉
葉
尾
）
・
イ

ツ
リ
ホ
ウ
上
ノ
・
ウ
ヘ
テ
・
コ
ナ
カ
ハ
タ
・
マ
ハ
リ
ミ
チ
・
西
町
・
ハ
ヤ
シ

・
中
畑
村
・
コ
ウ
屋
・
道
辻
・
ム
マ
ノ
マ
へ
・
道
場
・
道
辻
・
ヘ
ビ
谷
・
下

出
・
谷
川
・
平
北
ノ
マ
へ
・
フ
ロ
ノ
サ
カ
・
マ
ト
ハ
・
ト
チ
ノ
キ
・
平
地
・

セ
ト
・
ウ
エ
ツ
ヲ
な
ど
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
『
御
影
堂
作
事
里
庄
日
記
』

銀
子
渡
方
、
奥
坊
分
と
し
て
、
慶
長
三
年
正
月
十
三
日
項
に
、
「
三
斗
、
此

銀
子
四
匁
弐
分
八
リ
ン
、
政
所
手
間
十
人
手
間
報
謝
大
工
廿
工
」
と
み
え
て

い
る
。
現
在
、
政
所
に
は
光
徳
寺
、
言
葉
尾
に
は
光
林
寺
が
あ
る
。

⑨
僧
尾
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
C
－
一
－
～
3
4
、
C
2
1
1
～
3
6
、
C
3
1
1
～
1
6
、
全
長

三
、
一
七
三
、
五
セ
ン
チ
、
A
4
1
7
・
2
7
、
一
〇
七
、
五
セ
ン
チ
》

　
神
戸
市
北
区
淡
河
町
僧
尾
。
な
ぜ
「
僧
尾
」
が
入
っ
て
い
る
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
僧
尾
に
は
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
も
し
く
は
享
禄
年
間
の
開
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
伝
え
る
寺
が
あ
り
、
絵
系
図
に
は
延
徳
四
年
忌
明
応
元
、
一
四
九
二
）
か
ら

天
和
二
年
（
＝
ハ
八
二
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
開
基
年
代
と
ほ
ぼ

前
後
す
る
。
記
載
地
名
は
、
北
僧
尾
・
南
僧
尾
の
ほ
か
、
ヲ
カ
タ
・
竹
中
・
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西　口　順　子

下
竹
中
・
西
ヲ
・
中
西
・
中
尾
・
中
尾
下
浦
・
大
西
・
小
南
・
大
屋
・
大
屋

西
・
上
カ
イ
チ
・
カ
シ
マ
・
南
・
辻
・
東
屋
・
竹
内
・
湯
屋
ノ
谷
・
湯
屋
ノ

上
・
ミ
ミ
ワ
・
杉
村
・
ホ
ウ
ネ
ン
カ
イ
チ
・
池
ノ
上
・
正
中
平
ノ
井
・
木
谷

・
道
ノ
ツ
シ
・
フ
ナ
ヤ
・
ツ
チ
ヲ
・
ヨ
カ
ワ
・
い
な
み
・
キ
ツ
・
マ
ツ
オ
・

西
ウ
ラ
・
ヨ
コ
ヲ
・
初
地
開
・
ヒ
ラ
イ
・
上
ノ
境
内
・
中
幸
尾
・
中
村
・
西

北
・
北
口
イ
チ
で
、
僧
尾
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る
。
《
A
4
1
7
》
は

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
寛
永
七
年
（
工
登
二
〇
）
ま
で
で
、
北
僧
尾

・
東
ウ
ラ
の
地
名
が
あ
る
。
《
A
4
1
2
7
》
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
で
、

「
北
僧
尾
村
光
善
寺
門
下
」
の
記
載
が
あ
る
。
絵
系
図
中
に
「
浅
小
井
」
「
江

洲
山
上
衆
梅
渓
」
の
地
名
が
み
え
て
お
り
、
光
明
寺
と
の
か
か
わ
り
を
思
わ

せ
る
。
ま
た
、
二
士
（
C
1
1
3
1
）
・
妙
々
・
孟
秋
・
浄
春
・
妙
清
（
C
3
1

14

`
1
6
）
は
い
ず
れ
も
北
僧
尾
村
光
徳
寺
（
光
得
寺
）
門
下
、
妙
善
（
C
3
1
1
6
）

・
妙
□
・
妙
林
（
A
4
－
2
7
）
は
光
善
寺
門
下
、
妙
円
（
C
2
1
2
5
）
は
南
僧

尾
村
高
雲
寺
、
了
雲
（
C
3
－
1
2
）
は
極
楽
寺
門
下
、
な
ど
の
よ
う
に
寺
名

を
記
す
も
の
が
あ
る
。
現
在
、
北
僧
尾
に
は
光
善
寺
、
光
徳
寺
、
南
僧
尾
に

は
極
楽
寺
、
慶
福
寺
、
長
福
寺
が
存
在
す
る
が
未
調
査
で
あ
る
。

⑩
田
中
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
C
3
1
1
7
～
3
6
、
C
4
1
1
～
6
、
全
長
九
二
四
、
○
セ
ン

チ
》　

竜
王
町
田
中
。
絵
系
図
に
は
永
正
二
年
（
↓
五
〇
五
）
か
ら
寛
永
六
年
（
一

六
二
九
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
タ
ナ
カ
の
ほ
か
、
山
ノ
上

・
ツ
タ
・
林
村
・
日
野
・
庄
・
画
聖
（
川
守
）
が
あ
る
。
現
在
、
田
中
に
は

浄
満
寺
、
林
村
に
は
常
信
寺
が
あ
る
。
な
お
、
道
海
（
C
3
1
2
0
）
は
「
天

正
四
年
五
月
二
日
没
、
半
死
也
」
と
見
え
て
い
る
。

⑪
横
関
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
C
4
1
7
～
1
4
、
全
長
三
一
西
、
八
セ
ン
チ
》

　
竜
王
町
横
関
。
絵
系
図
に
は
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
か
ら
寛
永
十
五
年
（
一

六
八
三
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
ヨ
コ
セ
キ
（
横
関
）
の
ほ
か
、

田
口
・
ニ
フ
寺
・
ス
エ
（
須
恵
）
・
ヲ
サ
キ
・
ニ
ハ
中
川
等
で
あ
る
。
⑫
須

恵
と
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
絵
は
「
須
恵
」
が
多
く
、
あ
る
い
は
一
連
の
も

の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、
西
横
関
に
光
円
寺
、
鏡
に
は
大
願
寺

が
あ
る
。

⑫
須
恵
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
C
4
1
1
5
～
2
5
、
全
長
三
八
0
、
八
セ
ン
チ
》

　
竜
王
町
須
恵
。
絵
系
図
に
は
元
和
二
年
（
一
六
至
剛
）
か
ら
寛
永
十
五
年
（
一

六
一
二
八
）
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
記
載
地
名
は
ス
エ
・
横
関
の
ほ
か
、
鏡

・
政
所
辻
が
あ
る
。
政
所
辻
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
、
須
恵
に
は

栄
勝
寺
が
あ
る
。

⑬
雑
《
フ
ィ
ル
ム
番
号
A
4
1
1
～
3
5
、
A
5
1
1
～
1
7
、
全
長
八
二
六
、
四
セ
ン
チ
》

　
人
名
・
年
月
日
は
判
明
す
る
が
、
地
名
不
明
の
も
の
、
断
簡
が
混
在
す
る
。

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
絵
系
図
が
あ
り
、
川
上
絵
系
図
の
最
下
限
で
あ

る
。
な
お
、
《
A
5
1
1
3
・
1
4
》
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
～
慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇
）
、
ト
ハ
・
カ
カ
ミ
・
ヨ
コ
セ
キ
の
地
名
が
見
え
る
が
、
⑪
に
入
れ
る

べ
き
も
の
か
は
不
明
。
《
A
5
1
2
》
は
光
明
寺
絵
系
図
中
歯
一
の
絹
本
で

あ
る
。
あ
る
い
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
前
住
職
が
整
理
さ
れ
た
時
点

で
絵
系
図
に
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
名
・
地
名
は
記
載
さ
れ
ず
、
髪

を
長
く
垂
ら
し
た
小
袖
姿
の
俗
体
の
女
性
で
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
戦
国
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期
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
、
絵
系
図
関
連
地
域
の
寺
院

　
光
明
寺
絵
系
図
記
載
の
地
域
の
大
部
分
は
、
現
在
仏
光
寺
派
寺
院
が
存
在

し
て
い
る
。
と
く
に
竜
王
町
は
町
域
全
体
に
わ
た
り
、
仏
光
寺
派
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
が
、
絵
系
図
に
関
連
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
応
関
連
寺
院
と
考
え
て
調
査
対
象
と
し
、
竜
王
町

は
網
羅
的
に
、
近
江
八
幡
市
・
そ
の
他
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
調
査
を
行
な

う
こ
と
と
し
、
一
九
九
三
年
十
二
月
、
九
四
年
八
月
に
実
施
し
た
。
未
調
査

寺
院
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
調
査
し
た
寺
院
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
調
査
は
、
①
村
の
戸
数
と
対
象
寺
院
お
よ
び
他
宗
寺
院
と
門
徒
数
、
②
由

緒
・
堂
舎
・
住
職
歴
髄
・
③
法
宝
物
（
文
書
・
記
録
・
絵
画
等
）
、
④
寺
院
の
年

中
行
事
お
よ
び
寺
院
が
か
か
わ
る
村
の
年
中
行
事
、
⑤
葬
制
・
墓
制
、
⑥
講

に
つ
い
て
、
⑦
川
上
光
明
寺
と
の
関
係
、
⑧
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
の
聞

き
取
り
を
行
な
い
、
文
書
・
記
録
・
絵
画
資
料
は
写
真
撮
影
を
行
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
項
目
①
・
②
・
③
か
ら
主
要
な
も
の
の
み
に
限

定
し
て
お
き
た
い
。

（一

j
常
信
寺
（
竜
王
町
大
字
林
、
地
名
は
絵
系
図
①
・
⑤
）

①
林
の
戸
数
は
現
在
約
九
〇
戸
で
あ
る
が
、
元
は
八
○
戸
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

寺
院
は
常
信
寺
（
通
称
上
の
寺
）
、
正
行
寺
（
中
の
寺
、
木
辺
派
）
、
興
照
寺
（
下
の

寺
、
大
谷
派
）
が
あ
る
。

②
開
基
は
元
和
七
年
（
一
六
一
二
）
、
村
田
伝
兵
衛
夫
婦
（
村
田
氏
は
現
存
）
と

伝
え
る
。
傳
兵
衛
は
武
智
光
秀
親
子
と
と
も
に
城
を
放
火
、
若
君
を
伴
い
林

村
に
来
て
若
君
の
死
後
農
家
に
下
っ
た
と
い
う
。
佐
々
木
源
義
秀
公
の
嫡
男

の
義
郷
舎
弟
義
高
の
息
男
を
弔
う
た
め
、
居
館
（
村
田
館
）
の
巽
方
に
一
宇

を
建
立
、
往
古
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
後
仏
光
寺
派
道
場
と
な
る
。

　
住
職
系
図
は
な
い
が
過
去
帳
に
よ
れ
ば
「
村
田
傳
兵
衛
　
法
名
源

斎
」
、
「
長
玄
　
宝
永
三
年
十
二
月
廿
四
日
　
村
田
隆
伯
」
、
「
祐
玄
　
延
宝
九

年
十
一
月
八
日
　
同
（
白
井
三
治
）
」
、
「
浄
意
　
寛
文
二
年
十
一
月
九
日
　
白

井
三
治
」
な
ど
と
み
え
る
。
一
時
無
住
で
あ
っ
た
。
現
在
は
四
代
目
で
あ
る
。

　
寺
に
ヤ
ッ
シ
ャ
リ
（
那
舎
利
）
サ
ン
と
よ
ば
れ
る
木
仏
（
日
野
川
か
ら
流
れ
て

き
た
仏
、
上
の
寺
で
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
お
告
げ
で
管
理
）
が
あ
り
、
正
月
に
小
学

生
が
背
負
っ
て
歩
く
行
事
が
あ
る
。
村
内
の
大
日
堂
は
常
信
寺
が
護
持
し
、

老
人
会
が
主
に
な
っ
て
管
理
し
て
い
る
。
春
秋
二
回
、
正
月
は
三
日
間
、
常

信
寺
か
ら
朝
夕
に
オ
マ
イ
り
す
る
。
四
日
を
ダ
ソ
ゴ
タ
テ
と
い
い
、
下
に
牛

の
絵
を
描
い
た
紙
（
半
紙
横
割
り
大
）
に
仏
サ
ソ
を
彫
っ
た
印
（
牛
玉
宝
印
か
）

を
押
し
、
柳
の
枝
の
先
に
火
の
印
を
押
し
た
も
の
を
は
さ
ん
で
お
参
り
の
人

に
渡
す
、
と
い
う
。

③
法
宝
物

○
上
宮
太
子
御
影
（
裏
書
な
し
）

〇
三
朝
高
祖
真
影
（
元
禄
十
三
年
の
裏
書
あ
り
）

○
開
基
絵
像

　
　
　
　
　
寛
永
＋
七
庚
辰
歳
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釈
源
斉

五
月
初
四
日
去

　
　
　
　
　
寛
永
八
辛
未
歳

　
　
釈
妙
久

　
　
　
　
　
七
月
晦
日
去

　
こ
の
開
基
絵
像
は
夫
婦
対
座
型
で
、
光
明
寺
絵
系
図
中
、
江
戸
初
期
に
夫

婦
対
座
型
の
も
の
が
あ
り
、
同
型
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
二
）
西
光
寺
（
竜
王
町
大
字
川
守
、
地
名
は
絵
系
図
⑤
）

①
川
守
の
戸
数
は
約
六
十
戸
、
寺
院
は
東
光
寺
（
本
願
寺
派
）
・
竜
王
寺
（
天

台
宗
）
が
あ
る
。

②
元
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
貞
享
五
年
（
元
禄
元
・
一
六
八
八
）
に
教

全
が
中
興
し
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
南
仲
の
と
き
本
堂
が
再
建
さ
れ
た

と
伝
え
る
。
所
蔵
の
阿
弥
陀
仏
絵
橡
は
裏
書
は
な
い
が
、
様
式
か
ら
み
て
江

戸
時
代
初
期
か
と
思
わ
れ
、
貞
享
以
前
に
道
場
と
し
て
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
本
堂
に
廿
四
孝
の
欄
間
が
あ
る
。

③
法
宝
物

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
（
江
戸
時
代
初
期
か
）

○
上
宮
太
子
御
影
（
裏
書
な
し
。
田
中
浄
満
寺
と
類
似
。
元
禄
頃
か
）

〇
三
朝
高
祖
真
影
（
同
）

○
親
鶯
聖
人
伝
絵
《
以
下
絵
伝
と
略
称
》
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
、
二
～
四
巻
省
略
］

　
　
　
　
　
　
天
保
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
心
念
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
三
月
上
旬

　
　
汁
谷
開
山
親
鷺
聖
人
伝
絵
　
江
州
蒲
生
郡
川
守
村
西
光
寺
什
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
　
釈
円
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
人
　
中
嶋
利

（
三
）
浄
満
寺
（
竜
王
町
田
中
、
地
名
は
絵
系
図
①
・
⑩
）

①
田
中
の
戸
数
は
約
五
〇
戸
、
第
二
次
大
戦
後
八
～
一
〇
戸
が
新
興
宗
教
に

変
わ
っ
た
が
元
は
門
徒
で
あ
っ
た
。
寺
院
は
浄
満
寺
の
み
で
あ
る
。

②
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
明
正
の
中
興
（
『
竜
王
町
史
』
）
と
伝
え
る
も
不
明
。

『
仏
光
寺
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
沙
門
信
流
の
創
建

と
も
伝
え
る
。
元
は
天
台
宗
。
過
去
帳
は
あ
る
が
、
住
職
名
は
な
い
。
厨
子

に
尾
州
様
（
尾
張
藩
主
）
の
位
牌
が
あ
り
、
正
月
に
開
帳
す
る
。
境
内
に
接

し
て
八
幡
社
、
毘
沙
門
堂
が
あ
り
、
薬
師
如
来
像
を
安
置
す
る
。
薬
師
堂
で

は
十
月
の
秋
の
取
り
入
れ
終
了
後
に
日
待
ち
を
行
な
う
。
三
戸
の
神
主
（
小

野
サ
ン
）
が
き
て
外
で
湯
を
炊
い
て
神
事
を
行
う
。
百
八
会
と
い
う
。

③
法
宝
物

。
絵
伝
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
寛
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
宝
暦
十
二
年
七
月
下
旬

　
　
（
印
判
）

　
　
善
信
聖
人
上
絵
　
江
州
蒲
生
郡
田
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　
浄
満
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
貞

　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
四
幅
之
内
壱
巻
　
　
　
　
寄
進
人
　
妙
正
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〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

（
印
判
）

三
朝
高
祖
真
影

　
　
　
常
閑

　
　
　
浄
願

（
印
判
）

願
主
釈
　
隆
山

　
　
（
印
判
）
　
　
　
随
如

　
　
仏
光
寺
釈
　
□
□
（
花
押
）

元
禄
拾
一
年
弥
生
中
旬
書
之

○
上
宮
太
子
御
影
［
裏
書
］

（
印
判
）

上
宮
太
子
御
影

江
州
蒲
生
郡
田
中
芳

野
満
寺
什
物
也

　
　
　
（
印
判
）

　
　
願
主
釈
　
元
正

　
（
印
判
）
　
　
　
随
如

　
仏
光
寺
釈
　
□
□
（
花
押
）

元
禄
拾
一
年
弥
生
中
旬
書
之

（
印
判
）
　
　
　
瑞

願
主
釈
　
三
田

（
四
）
本
誓
寺
（
竜
王
町
小
口
、
絵
系
図
に
な
し
）

①
村
の
戸
数
は
約
一
〇
〇
戸
、
寺
院
は
本
誓
寺
、
善
法
寺
（
浄
土
宗
知
恩
院
派
）
、

観
音
寺
（
妙
心
寺
派
、
牟
礼
山
）
は
村
持
ち
。
不
動
さ
ん
が
あ
る
。

②
元
は
三
論
宗
、
奈
良
元
興
寺
道
昭
の
草
創
と
伝
え
る
も
不
明
。
南
都
系
の

寺
で
あ
る
。
の
ち
天
台
宗
に
な
り
、
仏
光
寺
派
に
転
宗
し
て
い
る
。
元
は
牟

礼
山
に
あ
っ
た
。
い
つ
頃
移
転
し
た
か
不
明
。
昔
は
真
気
神
社
と
一
体
で
、

元
の
本
尊
も
神
社
で
あ
る
。
仏
光
寺
派
に
な
っ
た
の
は
建
暦
二
年
（
＝
二

二
）
頃
で
、
光
誓
の
中
興
と
伝
え
る
。
境
内
に
鎌
倉
後
期
の
宝
筐
印
塔
が
あ

る
。

（
五
）
円
覚
寺
（
竜
王
町
大
字
七
里
、
絵
系
図
に
な
し
）

①
七
里
の
戸
数
は
約
五
三
～
五
四
戸
、
近
年
は
約
百
戸
く
ら
い
に
増
加
し
て

い
る
。
寺
院
は
円
覚
寺
の
み
で
あ
る
。

②
開
基
は
了
源
の
弟
子
了
長
（
建
武
四
年
・
一
三
三
七
）
と
伝
え
、
寛
永
八
年

（
エ
ハ
三
一
）
寺
号
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
住
職
歴
代
は
、
二
世
円
証
院
釈

了
傳
（
延
茎
二
年
没
）
、
宣
暢
院
釈
義
傳
（
明
和
三
年
没
）
・
仏
性
院
釈
了
因
（
安

永
七
年
没
）
・
慈
照
院
釈
宗
賢
（
寛
政
六
年
没
）
（
以
下
略
）
。
本
堂
は
安
政
四
年

（一

ｪ
五
七
）
の
再
建
で
あ
る
。

③
法
宝
物

○
上
宮
太
子
御
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
光
寺
釈
　
随
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年
蘭
月
十
二
日

　
　
上
宮
太
子
御
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
了
伝

〇
三
朝
高
祖
真
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年
三
月
十
二
日
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三
朝
高
祖
真
影

江
州
蒲
生
上
郡

七
里
村
円
覚
寺
什
物
也

　
　
（
印
判
）

　
　
願
主
釈
　
島
伝

（
六
）
栄
勝
寺
（
竜
王
町
字
須
恵
、
地
名
は
絵
系
図
①
・
⑪
・
⑫
）

①
須
恵
村
の
戸
数
は
七
二
～
七
三
戸
、
寺
院
は
栄
勝
寺
、
善
通
寺
（
本
願
寺

派
、
元
仏
光
寺
派
）
で
あ
る
。
元
は
川
向
う
に
あ
り
、
跡
地
に
観
音
堂
が
で
き

て
い
る
。
観
音
堂
は
観
音
講
が
護
持
し
、
年
二
回
、
正
月
十
三
日
と
八
月
十

七
日
に
お
参
り
し
て
い
る
。

②
開
基
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
、
道
法
（
慶
長
四
年
没
）
と
い
う
。
元

禄
四
年
（
一
六
九
一
）
宗
閑
の
時
に
寺
号
を
許
さ
れ
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

寺
堂
を
再
建
し
た
。
歴
代
は
、
宗
閑
・
道
遵
（
元
和
六
年
没
）
・
教
順
（
慶
安

元
年
没
）
・
道
順
（
延
宝
八
年
没
）
・
光
二
院
玄
雄
・
浄
信
院
玄
澄
・
慧
明
院

専
澄
と
伝
え
て
い
る
。
本
尊
は
膳
所
町
茶
所
に
あ
っ
た
の
を
、
夢
告
が
あ
っ

て
こ
こ
に
迎
え
た
と
い
う
。

　
な
お
、
光
明
寺
絵
系
図
「
須
恵
」
に
西
念
（
天
正
＋
八
年
没
）
・
道
林
孫
道

金
童
子
（
天
正
＋
八
年
没
）
・
道
念
お
ば
三
一
（
永
禄
三
年
没
）
・
道
三
（
元
和
三

年
没
）
・
道
言
（
元
和
三
年
没
）
な
ど
が
あ
り
、
開
基
年
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
法

名
の
上
に
「
道
」
の
一
字
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
く
、
何
ら
か
の
関
連
性

が
あ
る
か
に
み
え
る
。
た
だ
し
栄
勝
寺
開
基
道
法
の
名
は
み
え
な
い
。

③
法
宝
物

○
歴
代
住
職
絵
像

（
七
）
正
福
寺
（
竜
王
町
大
字
弓
削
小
字
前
主
、
絵
系
図
に
な
し
）

①
寺
院
は
正
福
寺
、
善
久
寺
（
弓
削
山
、
大
谷
派
）
、
岩
倉
領
善
堂
（
領
善
寺
・

日
蓮
宗
身
延
派
）
が
あ
る
。
領
善
堂
は
元
は
墓
地
（
応
仁
の
乱
時
に
弓
削
の
戦
い
で

戦
死
し
た
人
び
と
を
葬
っ
た
場
所
と
い
う
）
で
あ
っ
た
が
吉
言
の
跡
地
に
八
幡
か

ら
き
た
尼
僧
が
再
興
し
た
。
他
に
阿
弥
陀
寺
（
釈
迦
堂
跡
、
真
盛
派
）
が
あ
り
、

現
在
無
住
で
在
所
で
お
守
り
し
て
い
る
。

②
正
福
寺
は
元
は
天
台
宗
瑞
光
寺
の
途
中
で
阿
弥
陀
堂
の
跡
と
い
う
。
開
基

は
寺
伝
で
は
玄
開
（
文
明
＋
五
年
没
）
と
伝
え
る
。
第
十
三
世
智
教
の
時
、
仏

光
寺
派
に
転
じ
て
正
福
寺
と
号
し
た
。
安
政
六
年
前
一
八
五
九
）
の
喚
鐘
が

あ
る
。

③
法
宝
物

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
（
開
基
仏
）
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
（
経
海
花
押
、
上
に
印
）

　
　
　
法
身
尊
形
　
　
　
　
　
　
　
甲
戌
力

　
　
方
便
□
□
□
□
　
寛
永
十
一
□
□
六
月
十
六
日

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
三
三
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
二
年
九
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
力

　
　
　
　
　
　
　
南
坊
□
次
江
州
蒲
生
郡
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光明寺絵系図について

　
　
　
　
　
　
　
弓
削
村
正
福
寺
常
住
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
門
徒
□

○
上
宮
太
子
御
影
（
裏
書
な
し
）

○
前
住
随
念
上
人
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
南
坊
下
江
州
願
主
弓
削
邑

　
　
　
　
　
　
正
福
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
釈
慶
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
　
惣
門
徒
中

○
絵
伝
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
三
石
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
政
十
年
九
月
上
旬

　
　
汁
谷
開
山
親
鷺
聖
人
伝
絵
　
南
坊
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
蒲
生
郡
弓
削
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
配
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
釈
慶
住

　
　
　
　
四
幅
之
内
一
巻

（
八
）
光
円
寺
（
竜
王
町
大
字
西
横
関
、
地
名
は
絵
系
図
①
・
⑪
）

①
西
横
関
の
戸
数
は
約
五
二
戸
、
寺
院
は
光
円
寺
、
浄
泉
寺
（
浄
土
宗
）
、
そ

の
他
金
光
教
、
天
理
教
、
日
蓮
宗
の
檀
家
が
あ
る
。

②
開
基
は
不
明
。
住
職
歴
代
に
つ
い
て
は
「
関
川
家
代
々
過
去
帳
」
に
よ
る

と
、
血
塗
（
享
保
三
年
没
）
・
貞
玄
（
養
母
）
・
正
益
（
馬
渡
仏
願
寺
正
円
次
男
）

・
正
温
（
摂
津
難
波
超
願
黒
円
琳
次
男
）
・
正
恵
（
以
下
略
）
。
万
延
二
年
（
一
八

六
一
）
に
堂
舎
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。

　
境
内
に
権
現
堂
と
呼
ぶ
祠
が
あ
り
、
青
年
団
が
護
持
し
て
い
る
。
一
尺
八

寸
の
カ
ン
ノ
ン
サ
ソ
（
子
安
観
音
）
を
ま
つ
り
、
妊
婦
は
鈴
に
吊
っ
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

古
い
腹
帯
を
貰
っ
て
、
新
し
い
腹
帯
を
か
け
る
風
習
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
3

③
法
宝
物

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）
　
　
　
随
如
　
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
□
□
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
正
□
三
年
十
月
下
旬

　
　
（
印
判
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
蒲
生
郡

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
□
坊
手
次
□

　
　
　
　
　
　
　
　
桐
原
郷
横
関
面
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）
　
　
長
里
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
早
岐

○
上
宮
太
子
御
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
長
伝

　
　
上
宮
太
子
御
影

（
九
）
大
願
寺
（
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
鏡
、
地
名
は
絵
系
図
⑪
）

①
鏡
村
の
戸
数
は
約
一
一
八
戸
、
寺
院
は
大
願
寺
、
真
照
寺
（
天
台
宗
）
が

あ
る
。

②
も
と
通
称
今
王
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
。
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
一
）
図

書
の
時
に
仏
光
寺
派
に
帰
依
し
、
寺
号
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
文
化
十
四
年

（一

ｪ
一
七
）
焼
失
し
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
再
建
さ
れ
た
。
住
職
歴
代

は
、
円
智
（
寛
保
二
年
没
）
・
円
暁
・
円
空
・
円
乗
・
義
瑞
・
智
成
（
享
和
三

年
没
）
（
以
下
略
）
で
あ
る
。
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西　口　順　子

③
法
宝
物

〇
三
朝
高
僧
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影

　
　
　
　
　
　
　
　
享

　
　
　
　
　
　
　
　
□
保
六
年
六
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
坊
下
江
州
蒲
生
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
鏡
村
大
願
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
円
智

○
親
鶯
絵
像

　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
七
年
二
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
汁
谷
親
鷺
聖
人
御
影
　
江
州
蒲
生
郡
鏡
村
大
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
住
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
三
智

（
十
）
正
覚
寺
（
近
江
八
幡
市
南
津
田
町
、
地
名
は
絵
系
図
①
・
⑦
）

①
南
津
田
は
約
一
三
八
戸
、
寺
院
は
正
覚
寺
、
他
に
順
念
寺
（
大
谷
派
）
、
真

念
寺
（
大
谷
派
）
が
あ
る
。

②
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
教
善
の
開
基
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
円
西
の

時
に
親
驚
御
影
下
付
と
伝
え
る
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
本
堂
建
立
、
享

保
九
年
（
一
七
二
四
）
本
堂
焼
失
、
同
十
三
年
再
建
さ
れ
て
い
る
。

③
法
宝
物

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
】

　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
元
年
臓
月
中
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
近
江
国
蒲
生
郡
南
津
田
村
正
覚
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
常
住
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
照
賢

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
釈
寛
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
明
和
四
年
弥
生
下
旬

　
　
方
便
法
身
尊
形

　
　
　
　
　
　
　
江
州
蒲
生
郡
南
津
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
八
日
講
中

○
絵
伝
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
安
永
四
年
晩
夏
下
旬

　
　
（
印
判
）

　
　
善
信
聖
人
伝
絵
　
江
州
蒲
生
郡
南
津
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
人
　
惣
門
田
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
覚
寺
常
住
等
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
玄
意

　
　
　
　
　
　
（
印
判
）
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
四
幅
之
内
　
壱
　
巻

○
親
鶯
絵
像
［
裏
書
］
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光明寺絵系図について

　
　
　
　
　
　
□
経
海
（
花
押
）

　
　
　
　
江
　
　
　
生
郡
南

　
　
　
　
□
州
蒲
□
□
□
津
田

　
　
　
　
［
］
稔
四
月
廿
八
［

　
　
　
　
□
正
覚
寺
□

（
十
一
）
蓮
光
寺
（
近
江
八
幡
市
大
房
町
、
地
名
は
絵
系
図
⑦
）

①
大
房
村
は
村
ご
と
こ
の
土
地
に
移
住
し
て
い
る
。
戸
数
は
約
六
五
戸
、
寺

院
は
蓮
光
寺
、
金
照
寺
（
本
願
寺
派
）
が
あ
る
。

②
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
浄
慶
の
中
興
と
い
う
。
昔
は
道
場
で
あ
っ
た
。

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
寺
号
を
許
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
の
阿
弥
陀
仏
絵

像
も
同
時
代
を
下
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
住
職
歴
代
は
、
中
興
浄
慶
・
順
信

（一

l
・
一
五
代
）
・
了
意
・
智
海
・
智
憧
・
聞
道
・
守
道
・
芳
成
・
直
道
で

あ
る
。

③
法
宝
物

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀
初
か
、
裏
書
な
し
）

O
絵
伝
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
六
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
三
三
応
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
未
正
月
下
旬

　
　
善
信
聖
人
伝
絵
　
　
賢
聖
下
江
州
蒲
生
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
房
邑
蓮
光
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
人
　
浄
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
智
憧

〇
十
字
名
号
（
随
庸
力
）

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
二
歳
閏
九
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
　
江
州
蒲
生
郡
大
房
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
光
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
順
信

○
上
宮
太
子
御
影

（
十
二
）
正
福
寺
（
近
江
八
幡
市
牧
町
、
絵
系
図
に
な
し
）

①
牧
町
の
戸
数
は
約
二
〇
〇
戸
、
寺
院
は
正
福
寺
、
乗
蓮
寺
（
天
台
宗
真
盛
派
）
、

願
船
寺
（
浄
土
宗
）
、
浄
福
寺
（
木
辺
派
）
、
檀
家
は
乗
蓮
寺
が
最
も
多
く
、
つ

い
で
願
船
寺
、
浄
福
寺
は
正
福
寺
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
、
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
日
蓮
宗
が
一
ヵ
寺
あ
る
。

②
由
緒
不
明
だ
が
、
開
基
善
教
が
仏
堂
を
創
建
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）

生
福
寺
の
寺
号
を
下
付
さ
れ
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
福
寺
と
改
め
た

と
い
う
。
阿
弥
陀
仏
絵
像
裏
書
に
寛
永
十
八
年
（
↓
六
四
一
）
と
み
え
て
い

る
。
歴
代
は
不
明
。
本
堂
は
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
建
て
ら
れ
て

い
た
が
、
最
近
新
築
し
た
。
欄
間
は
元
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

③
法
宝
物

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
（
江
戸
時
代
の
火
災
以
後
、
明
治
ま
で
門
徒
に
預
け
て
い
た
と
い
う
）

［
裏
書
］

　
　
　
　
　
朱
印
・
花
押
（
経
海
）
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西口順子

寛
永
＋
八
年
昨
五
月
＋
吾

　
方
便
法
身
尊
形

　
　
　
　
　
　
　
江
州
蒲
生
下
郡
小
神
牧
庄
生
福
寺
惣
仏

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
六
年
極
月
上
旬

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
　
江
州
蒲
生
下
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
村
正
福
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
真
学

○
上
宮
太
子
御
影

○
随
如
寿
像
［
裏
書
］

　
　
　
宝
永
六
年
極
月
上
旬
書
之

　
　
　
　
　
汁
谷
仏
光
寺
二
十
世
釈
随
如
寿
像
（
花
押
）

　
　
　
　
　
生
下
郡
小
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也

　
　
江
州
蒲
［
牧
村
正
福
寺
置
物
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
真
学

（
十
三
）
仏
性
寺
（
近
江
八
幡
市
浅
小
井
町
、
地
名
は
絵
系
図
④
）

①
浅
小
井
村
は
約
一
六
八
戸
、
寺
院
は
仏
性
寺
、
本
四
寺
（
天
台
宗
）
、
正
寿

院
（
浄
土
宗
）
、
ほ
か
に
日
蓮
宗
の
檀
家
が
二
戸
、
そ
の
他
一
〇
戸
、
浄
光
寺

（
天
台
宗
）
は
村
持
ち
で
檀
家
は
な
い
。

②
由
緒
は
不
明
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
三
嘆
井
城
廃
城
の
の
ち
一
遇
を

建
立
、
仏
立
禅
寺
と
号
し
た
が
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
仏
光
寺
に
転
じ

た
と
い
う
。
歴
代
住
職
は
四
代
前
ま
で
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
現
在
で
二

十
二
世
と
い
う
。

③
法
宝
物

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
寛
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
十
一
年
四
月
十
三
日

　
　
三
朝
高
祖
真
影

　
　
　
　
　
　
　
奥
坊
手
次
江
州
蒲
生
郡
　
　
寄
進
人
　
□
□

　
　
　
　
　
　
　
浅
小
井
村
仏
性
寺
什
物
　
　
願
主
　
　
□
□

○
上
宮
太
子
御
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
寛
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
十
一
年
四
月
十
三
日

　
　
上
宮
太
子
御
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
進
人
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
□
□

○
光
明
本
尊
（
室
町
時
代
、
後
補
あ
り
）

（
十
四
）
長
徳
寺
（
蒲
生
町
大
字
木
村
、
地
名
は
絵
系
図
①
⑥
）

①
木
村
の
戸
数
は
六
三
～
四
戸
で
長
徳
寺
門
徒
、
ほ
か
浄
土
宗
三
戸
（
元
長

徳
寺
門
徒
）
、
禅
宗
一
戸
で
あ
る
。
蒲
生
町
で
は
仏
光
寺
派
は
一
寺
の
み
で
、

他
は
浄
土
宗
と
禅
宗
で
あ
る
。

②
聖
徳
太
子
建
立
の
伝
承
が
あ
る
も
不
明
。
中
興
は
空
円
《
正
安
元
年
没
、
過

去
帳
裏
書
》
、
第
二
世
は
空
範
で
、
謙
譲
（
寛
政
＋
四
年
没
、
野
洲
郡
中
洲
村
新
庄

西
光
寺
ヨ
リ
入
寺
）
・
慈
教
・
円
教
・
慈
聚
（
以
下
略
）
で
、
現
住
は
六
代
目
と
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光明寺絵系図について

い
う
。

③
法
宝
物

○
聖
徳
太
子
絵
像
（
切
っ
て
表
装
を
改
め
て
い
る
）
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
随
如
（
花
押
）

　
　
上
宮
太
子
御
影

　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年
六
月
下
旬
願
主
釈
（
以
下
切
断
）

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年
六
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
　
江
州
蒲
生
郡
木
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
道
場
長
徳
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈

○
親
鶯
絵
像
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年
六
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
　
汁
谷
親
鶯
聖
人
御
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
州
蒲
生
郡
木
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
道
場
長
徳
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
粒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈

（
十
五
）
光
徳
寺
（
神
崎
郡
永
源
寺
町
大
字
政
所
、
地
名
は
絵
系
図
⑧
）

①
寺
院
は
光
徳
寺
、
教
宗
寺
（
大
谷
派
）
が
あ
る
。
実
生
に
正
円
寺

（
無
住
）

が
あ
る
。

②
惟
喬
親
王
勅
願
所
と
も
、
建
武
年
間
（
一
三
三
四
～
三
六
）
の
草
創
と
伝
え

る
も
不
明
。
元
は
天
台
宗
。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
仏
光
寺
に
転
じ
た

と
い
う
。
か
つ
て
は
中
本
寺
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

③
法
宝
物

○
聖
徳
太
子
絵
像
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
元

　
　
　
　
　
■
禄
二
年
亥
八
月
十
日

　
　
上
宮
太
子
御
影
　
　
　
江
州
愛
知
郡
政
所
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
徳
寺
常
住
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
釈
秀
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
付
　
印
西

〇
三
朝
高
祖
真
影
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
随
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
元
禄
二
年
八
月
十
日

　
　
三
朝
高
祖
真
影

　
　
目
　
　
　
江
州
愛
知
郡
政
所
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
徳
寺
常
住
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
釈
秀
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
付
　
印
西

（
十
六
）
光
林
寺
（
神
崎
郡
永
源
寺
町
大
字
柾
葉
海
溝
字
利
益
畑
、
地
名
は
絵
系
図
⑧
）

①
村
内
で
光
林
寺
門
徒
の
ほ
か
、
永
源
寺
檀
家
三
戸
、
創
価
学
会
が
二
戸
あ

る
。②
寺
伝
に
天
元
二
年
（
九
七
九
）
覚
蔵
の
創
建
で
、
天
台
宗
桑
実
寺
派
に
属

31546



西口順子
し
た
と
伝
え
る
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
弁
玉
の
時
仏
光
寺
に
帰
依
し
、

仏
光
寺
末
寺
と
な
っ
た
と
い
う
。
元
は
春
日
神
社
の
宮
寺
で
、
百
五
十
年
前

に
こ
の
地
に
移
っ
た
。
住
職
歴
代
は
、
住
職
系
図
（
軸
）
に

　
浄
楽
院
釈
覚
蔵
1
釈
英
覚
1
真
誠
院
釈
弁
玉
－
釈
覚
応
i
需
光
院
釈
覚

　
瑞
1
釈
遊
雲
i
釈
覚
謹

南
無
阿
弥
陀
仏

　
釈
玄
瑞
1
釈
英
関
1
釈
覚
長
－
厳
二
院
釈
諦
順

と
み
え
る
。

③
法
宝
物

O
＝
一
胡
刊
古
同
祖
盲
バ
臨
彫
　
［
裏
書
］

　
　
　
　
　
（
印
判
）
　
　
随
如

　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
□
□
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
五
年
林
鐘
第
五
日

　
　
（
印
判
）

　
　
三
朝
高
祖
真
影
　
　
近
江
神
崎
郡
柾
葉
尾
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
林
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
釈
玄
瑞

○
阿
弥
陀
仏
絵
像
［
裏
書
］

　
　
　
元
和
五
紀
八
月
廿
二
日

方
便
法
身
弓
形

　
　
　
　
書
工
藤
衛
門
尉
筆

　
江
州
神
崎
郡
柾
葉
尾
惣
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
力

　
　
　
　
　
　
願
主
上
溝

○
絵
伝
（
四
幅
）
［
一
巻
裏
書
］

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
仏
光
寺
釈
　
三
三
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
正
徳
三
年
八
月
下
旬
書
之

　
　
（
印
判
）

　
善
信
聖
人
伝
絵

　
　
　
　
　
　
　
江
州
神
崎
郡
柾
葉
尾
村

　
　
　
　
　
　
　
光
林
寺
什
物
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
釈
　
玄
瑞

○
経
海
筆
十
字
名
号
（
一
幅
）

四
、
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
光
明
寺
絵
系
図
と
関
連
地
域
寺
院
に
つ
い
て
の
報
告
を
終
え
る
が
、

最
後
に
、
若
干
の
問
題
を
あ
げ
て
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
当
寺
・
地
域
絵
系
図
と
も
に
、
絵
像
は
描
き
継
が
れ
て
お
り
、
表
情
や
衣

服
も
か
な
り
の
変
化
が
あ
る
。
寺
絵
系
図
の
成
立
期
、
書
き
継
ぎ
部
分
の
年

代
決
定
、
地
域
別
の
比
較
等
の
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
平
行

の
部
分
と
あ
き
ら
か
に
異
質
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
絵
像
の
側
に
あ
る
書
き
込
み
は
、
法
名
と
年
月
日
、
在
所
、
続
柄
と

は
同
筆
の
も
の
と
異
筆
の
部
分
も
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
年
月
日
は
お
そ
ら

く
没
年
と
み
て
よ
い
か
ら
、
絵
系
図
に
入
っ
た
時
点
で
書
か
れ
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
時
代
が
下
る
と
、
「
逆
修
」
・
「
イ
キ
ケ
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光明寺絵系図について

イ
ツ
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
生
前
に
描
か
れ
、
の
ち
に
没
年
を

記
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
絵
過
去
帳
化
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
。　

次
に
、
絵
系
図
に
み
え
る
地
域
の
寺
院
と
光
明
寺
と
の
関
係
で
あ
る
。
調

査
寺
院
中
、
開
基
は
他
宗
か
ら
転
じ
た
寺
院
と
江
戸
時
代
開
基
を
別
に
し
て
、

常
信
寺
・
円
覚
寺
・
栄
勝
寺
な
ど
の
よ
う
に
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期

に
道
場
と
な
っ
て
お
り
、
戦
国
期
と
思
わ
れ
る
「
開
基
仏
」
ま
た
は
「
お
惣

仏
」
と
呼
ぶ
阿
弥
陀
仏
絵
像
を
所
蔵
す
る
寺
も
あ
る
。
中
世
の
開
基
伝
承
を

も
つ
寺
院
を
含
め
て
、
所
蔵
の
絵
伝
は
時
代
が
下
る
が
、
三
宮
太
子
御
影
・

三
朝
高
祖
真
影
は
い
ず
れ
も
元
禄
年
間
に
下
付
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
の
基
礎

を
確
立
し
た
の
は
、
元
禄
年
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
く
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
大
願
寺
・
蓮
光
寺
・
仏
性
寺
の
三
ヵ
寺
の
場

合
、
三
朝
高
祖
真
影
ま
た
は
絵
伝
裏
書
に
「
奥
坊
下
」
・
「
奥
坊
手
次
」
と

み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
御
影
堂
作
事
之
使
日
記
」
に
奥
坊
分
と
し

て
、
浅
小
井
・
政
所
谷
の
地
名
が
み
え
る
。
光
明
寺
は
奥
坊
（
三
音
院
）
に

つ
ら
な
る
寺
院
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
か
つ
て
は
光
明
寺
以
下
、
諸
道
場

が
奥
妙
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
絵
系
図
に
み
え
る
法
名
と
、
各
寺
院

の
住
職
（
道
場
主
）
・
門
徒
と
の
関
係
は
、
わ
ず
か
に
須
恵
の
栄
勝
寺
の
開

基
が
道
法
で
あ
り
、
自
証
一
中
に
「
道
」
の
一
字
を
冠
す
る
法
名
が
存
在
す

る
こ
と
、
「
僧
尾
」
に
現
存
の
寺
名
が
み
え
る
こ
と
以
外
、
ほ
と
ん
ど
見
い

だ
せ
な
い
。
在
地
に
道
場
が
で
き
る
の
は
、
絵
系
図
に
描
か
れ
た
光
明
寺
門

徒
の
増
加
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
道
場
の
活
動
に
よ
っ
て
逆
に
光
明
寺
と
の

関
係
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
中
近
世
に
お
け
る
絵
系
図
の
宗
教
史
的
位
置
付
け
、
民
衆
絵
画
史
と
し
て

の
絵
系
図
論
を
構
築
す
る
必
要
を
感
じ
つ
つ
、
多
く
の
疑
問
と
課
題
を
残
す

が
、
す
べ
て
は
今
後
の
調
査
・
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

註（
1
）
平
松
令
三
氏
「
絵
系
図
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
四
－
一
、

　
　
一
九
八
一
年
、
の
ち
『
真
宗
史
論
放
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
に
再
録
）
。

（
2
）
絵
系
図
に
つ
い
て
は
、
向
井
芳
彦
氏
「
真
宗
絵
系
図
雑
孜
」
（
『
史
林
』
二
〇

　
1
一
、
一
九
三
五
、
の
ち
『
親
旧
大
系
』
第
六
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
八
九
に
再

　
録
）
・
佐
々
木
淋
巴
氏
『
仏
光
寺
史
の
研
究
』
（
仏
光
寺
、
一
九
七
三
）
・
福

　
尾
猛
市
郎
氏
「
明
光
派
教
団
と
絵
系
図
序
題
編
年
の
研
究
」
（
井
川
定
慶
博
士

　
喜
寿
記
念
『
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
致
』
所
収
、
一
九
七
四
）
・
「
備
後
南
部

　
に
お
け
る
初
期
明
光
派
真
宗
教
団
に
関
す
る
新
知
見
」
（
小
倉
豊
文
編
『
地
域

　
社
会
と
宗
教
の
史
的
研
究
』
所
収
、
柳
原
書
店
、
一
九
六
三
、
の
ち
『
親
旧
大

　
系
』
第
六
巻
に
再
録
）
・
柴
田
三
州
「
伊
庭
妙
楽
寺
の
絵
系
図
と
系
図
ま
い
り
」

　
　
（
井
川
定
慶
博
士
喜
寿
記
念
『
日
本
文
化
と
浄
土
教
名
工
』
所
収
、
の
ち
柴
田

　
実
著
作
集
『
日
本
庶
民
信
仰
史
』
法
蔵
館
、
一
九
八
四
に
再
録
）
、
村
井
康
彦

　
氏
「
絵
系
図
と
絵
系
図
ま
い
り
」
（
『
日
本
美
術
工
芸
』
四
一
九
、
一
九
七
三
）

　
・
「
三
楽
寺
絵
系
図
に
つ
い
て
」
（
京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
『
研
究

　
紀
要
』
一
六
、
一
九
八
六
）
・
藤
葉
性
信
氏
『
妙
楽
寺
史
』
（
一
楽
寺
、
一
九

　
七
七
）
・
堀
大
慈
氏
「
絵
系
図
の
研
究
」
（
京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所

　
『
研
究
紀
要
』
一
四
・
一
五
、
一
九
八
四
・
八
五
）
・
「
光
明
本
尊
と
「
絵
系
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図
」
試
論
－
絵
系
図
の
研
究
一
」
（
同
一
六
、
一
九
八
六
）
・
平
松
令
三
氏
前

　
掲
論
文
の
ほ
か
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
「
専
修
寺
・
諸
派
」
解
説
お
よ
び

　
翻
刻
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
二
）
・
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
十
巻
「
総
説
・

　
絵
系
図
」
（
信
仰
の
造
形
的
研
究
委
員
会
編
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
）
・

　
神
田
千
里
氏
「
仏
光
寺
派
の
名
帳
と
絵
系
図
」
（
『
月
刊
百
科
』
二
九
八
、
一
九

　
八
七
）
・
『
一
向
一
揆
と
真
宗
信
仰
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）
・
蒲
池

　
勢
至
氏
「
真
宗
の
民
俗
性
と
反
民
俗
性
－
位
牌
と
御
影
に
み
る
祖
先
崇
拝
観
」

　
　
（
『
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
、
一
九
八
三
、
の
ち
『
真
宗
と
民

　
俗
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
に
再
録
）
・
拙
稿
「
絵
系
図
に
み
る
「
家
」

　
の
祭
祀
」
（
『
月
刊
百
科
』
二
八
八
、
一
九
八
六
、
日
本
歴
史
民
俗
論
集
『
家
と

　
村
の
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
三
に
再
録
、
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
十
巻

　
に
「
絵
系
図
ま
い
り
と
先
祖
祭
祀
」
と
し
て
補
訂
収
録
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
に
一
部
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
柴
田
・
村
井
・
蒲
池
氏
・

　
拙
稿
前
掲
論
文
。
主
と
し
て
妙
楽
寺
絵
系
図
が
中
心
で
あ
る
が
、
拙
稿
で
は
光

　
源
寺
・
光
福
寺
絵
系
図
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

（
4
）
棟
札
は
縦
九
〇
、
七
セ
ン
チ
、
横
二
五
、
三
セ
ソ
チ
で
裏
に
「
南
無
阿
弥
陀

　
仏
」
　
と
書
い
て
い
る
。

（
5
）
平
松
氏
『
真
宗
重
宝
聚
英
』
十
巻
、
光
明
寺
絵
系
図
解
説
。

（
6
）
佐
々
木
氏
前
掲
書
参
照
。

（
7
）
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
「
専
修
寺
・
諸
派
」
。

（
8
）
『
近
江
愛
知
郡
志
』
。

（
9
）
『
兵
庫
県
美
嚢
郡
誌
』
。

（
1
0
）
由
緒
に
つ
い
て
は
渋
谷
有
敬
編
『
仏
光
寺
辞
典
』
（
仏
光
寺
、
一
九
八
四
）

　
・
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
・
『
近
江
愛
知
郡
志
』
・
『
竜
王
町
史
』
・
『
近
江
八

　
幡
町
史
』
・
深
谷
弘
典
氏
『
永
源
寺
町
の
歴
史
探
訪
』
（
近
江
文
化
社
、
一
九

　
九
三
）
・
竜
王
町
仏
教
会
『
寺
院
要
覧
』
（
↓
九
八
三
）
等
を
参
照
し
た
。

［
追
記
］
本
研
究
に
あ
た
っ
て
、
仏
光
寺
本
山
、
調
査
を
快
く
許
可
し
、
ご

教
示
を
得
た
各
寺
院
、
ま
た
、
絵
系
図
研
究
会
の
諸
兄
の
ご
助
力
と
ご
教
示

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
は
相
愛
大
学
特
別
研
究
助
成
、

文
部
省
科
学
研
究
費
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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